
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
以
下
、歴
博
）
が
所
蔵
す
る
『
聆れ

い

涛と
う

閣か
く

集し
ゅ
う

古こ

帖ち
ょ
う

』

は
、
江
戸
時
代
後
期
の
古
器
物
図
譜
集
で
あ
る
。
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
各

地
に
残
る
、
い
ま
で
い
う
「
文
化
財
」
を
、
模
写
や
拓
本
な
ど
の
手
法
で
で

き
る
だ
け
正
確
に
写
し
と
る
古
器
物
図
譜
が
さ
か
ん
に
作
ら
れ
た
。
写
真
の

な
い
時
代
な
ら
で
は
の
産
物
と
い
え
る
。

　
『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
は
、江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
摂
津
国
菟う

原ば
ら

郡
住
吉

村
（
現
在
の
神
戸
市
東
灘
区
住
吉
）
の
豪
商
・
吉
田
道ど

う

可か

（
一
七
三
四
〜
一

八
〇
二
）
を
筆
頭
と
す
る
吉
田
家
三
代
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
。
酒
造
業
や
廻

船
業
の
実
業
で
蓄
え
た
豊
か
な
財
力
を
背
景
に
、
当
時
の
学
者
や
公
家
た
ち

と
の
交
流
を
通
じ
て
作
ら
れ
た
こ
の
図
録
は
、
考
古
資
料
、
古
文
書
、
美
術

工
芸
品
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル

に
及
ぶ
。
そ
の
中

に
は
自
ら
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
も
含
ま

れ
る
。
ち
な
み
に

吉
田
家
の
所
蔵
品

を
収
め
た
「
聆
涛

閣
」
の
名
称
は
、

「
波
の
音
の
聞
こ

え
る
書
庫
」
と
い

う
意
味
で
、
実
際

に
こ
の
書
庫
は
神

戸
の
灘な

だ

の
海
岸
近

く
に
存
在
し
て
い

た
。

　
『
聆
涛
閣
集
古

帖
』
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
古
器
物
を
三

二
の
ジ
ャ
ン
ル
に

分
類
し
、
そ
の
数

は
約
二
四
〇
〇
件

に
も
の
ぼ
る
。
写
さ
れ
た
対
象
は
、
人
間
の
過
去
の
痕
跡
、
す
な
わ
ち
歴
史

に
関
す
る
広
い
領
域
に
及
ぶ
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
近
代
の
博
物
館
が
成
立
す

る
以
前
の
、「
い
に
し
え
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
」
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
資
料
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
は
、「
好
古
家
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
い
た
。
文
字
通

り
「
い
に
し
え
を
好
む
」
と
い
う
意
味
だ
が
、
彼
ら
は
各
地
に
残
る
古
い
資

料
を
調
査
し
、
そ
の
存
在
と
魅
力
を
伝
え
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
、
文
化
財

を
伝
え
た
先
駆
者
た
ち
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

有
名
な
人
物
と
し
て
は
、『
好
古
小
録
』『
好
古
日
録
』
な
ど
を
著
し
た
藤と

う

貞て
い

幹か
ん

（
一
七
三
二
〜
九
七
）
が
い
る
。
彼
が
作
っ
た
『
集
古
図
』
は
、『
聆
涛

閣
集
古
帖
』
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
、「
寛
政
の
改
革
」
で
有
名

な
松ま

つ

平だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

（
一
七
五
九
〜
一
八
二
九
）
も
、
引
退
後
は
各
地
に
残
る
文
化

財
を
調
査
し
、
そ
の
成
果
を
『
集し

ゅ
う

古こ

十じ
っ

種し
ゅ

』
と
い
う
膨
大
な
版
本
に
ま
と
め

た
。
そ
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
、「
聆
涛
閣
」
の
主
人
で
あ
る
吉
田
道
可
が
惜
し

み
な
い
協
力
を
し
た
こ
と
が
、
最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
好
古
家

た
ち
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
各
地
に
残
る
文
化
財
の
情
報
を
共
有

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
を
伝
え
た
神
戸
の
吉
田
家
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
そ

の
実
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
最
近
の
研
究
で
、「
好

古
」に
目
覚
め
た
吉
田
道
可
の
多
彩
な
学
芸
活
動
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
、

同
時
代
の
好
古
家
の
間
で
も
か
な
り
著
名
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
っ

て
き
た
。「
北
海
道
の
名
付
け
親
」
と
し
て
知
ら
れ
る
松ま

つ

浦う
ら

武た
け

四し

郎ろ
う（

一
八
一

八
〜
八
八
）
も
、
好
古
家
の
一
面
を
も
つ
が
、
彼
は
神
戸
の
吉
田
家
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
見
る
た
め
に
、
吉
田
家
を
二
度
訪
問
し
て
い
る
。

　
『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
に
描
か
れ
た
情
報
量
の
多
さ
に
は
、圧
倒
さ
れ
る
ば
か

り
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
現
在
国
宝
や
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
こ
の
豊
か
な
世
界
の
一
端
は
、
二
〇
二
三
年
三
月
七
日
〜
五
月

七
日
ま
で
、
歴
博
の
企
画
展
示
「
い
に
し
え
が
、
好
き
っ
！
―
近
世
好
古
図

録
の
文
化
誌
―
」
で
公
開
さ
れ
る
。
ま
た
、『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
の
全
画
像

は
、
歴
博
の
総
合
資
料
学
基
盤
シ
ス
テ
ムkhirin

（https://khirin-a.
rekihaku.ac.jp/database/reitoukakushukocho

）
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

研
究
部
教
授　

三
上
喜
孝
）

『聆涛閣集古帖』鏡帖。この鏡の現物はかつては吉田家が所蔵していたが、現在は公益
財団法人泉屋博古館が所蔵し、「線刻釈迦三尊等鏡像」の名で国宝に指定されている。
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